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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第53期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第52期

会計期間
自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

売上高 (百万円) 8,847 10,802 40,903

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △290 619 461

四半期純利益又は四半期(当期)
純損失(△)

(百万円) △340 312 △598

純資産額 (百万円) 8,450 8,351 7,983

総資産額 (百万円) 40,577 36,929 37,349

１株当たり純資産額 (円) 613.76 590.98 568.64

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期(当期)純損失金額(△)

(円) △34.86 31.96 △61.31

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 14.8 15.6 14.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,759 2,312 7,240

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,376 △719 △3,602

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 188 △1,330 △2,925

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,550 1,930 1,654

従業員数 (名) 3,272 3,445 3,354

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 3,445

(注) 　従業員数は就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 566

(注) 　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額(百万円)
　

前年同四半期比(％)

丸順 4,086 ─

タイ 2,251 ─

広州 2,983 ─

武漢 863 ─

合計 10,185 ─

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　四輪販売については生産実績がないため、記載しておりません。

　

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 受注高(百万円)
　

受注残高(百万円)
　

前年同四半期比(％) 前年同四半期比(％)

丸順 4,183 ─ 1,544 ─

タイ 2,207 ─ 602 ─

広州 2,984 ─ 1,080 ─

武漢 897 ─ 327 ─

四輪販売 717 ─ 231 ─

合計 10,989 ─ 3,786 ─

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

丸順 4,066 ─

タイ 2,246 ─

広州 2,949 ─

武漢 857 ─

四輪販売 683 ─

合計 10,802 ─

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
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２　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

本田技研工業株式会社 3,134 35.4 3,086 28.6

広汽本田汽車有限公司 1,197 13.5 1,882 17.4

ホンダオートモービル(タイランド)
カンパニー・リミテッド

1,042 11.8 1,538 14.2

３　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度

の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益や個人消費の持ち直し等に支えられ、穏やか

に回復しつつあるものの、高い失業率や円高の進行など、依然として課題は多く、先行きに不安があり景気

の本格回復には今しばらく時間がかかるものと見られております。

当社グループが属する自動車業界におきましては、国内では環境対応車への税の減免措置等の期限が延

長されたため、引き続き販売は好調に推移しました。また、海外においては、欧州の景気不安は深刻化してい

るものの、中国では依然として販売が好調のほか、北米地域の需要も順調に回復しているなど、明るい材料

も散見されるようになりました。

このような状況のもと、当社グループは、前期からの取組みであるROA重視の抜本的経営改革を徹底して

推進することで「ボトム生産体質」を構築し、当期末の業績黒字化によるV字回復を目指し各種施策に取組

んでまいりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は10,802百万円（前年同四半期比22.1%増）、営業利益は

740百万円（前年同四半期は200百万円の営業損失）、経常利益は619百万円（前年同四半期は290百万円の

経常損失）、四半期純利益は312百万円（前年同四半期は340百万円の四半期純損失）となりました。

　
セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

　
(丸順)

丸順においては、国内自動車販売市場は近年縮小を続けており、業績は伸び悩んではいるものの、主要顧

客である自動車メーカーの海外輸出が穏やかに持ち直し始めたことにより、自動車用プレス部品事業が好

調に推移しました。また、エンジニアリング事業では、治具・検査具の受注が当初計画を上回ったため、生産

活動は好調に推移いたしました。

　以上の結果、売上高は4,557百万円、経常利益は103百万円となりました。

　
(タイ)

タイにおいては、政情不安による景気下振れのリスクが依然として残っているものの、自動車の販売・輸

出が増加するなど景気は徐々に上向き始めており、主要顧客の生産も安定し始めたことから自動車用プレ

ス部品の売上が伸び、生産活動は堅調に推移いたしました。

　以上の結果、売上高は2,293百万円、経常利益は90百万円となりました。
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(広州)

広州においては、中国全体の経済環境の発展に連動する形で自動車需要も増加しており、それに伴う賃上

げ要求の強まりや現地部品メーカーの台頭などの不安材料はあるものの、当社の主要顧客において増産が

行われたため自動車用プレス部品の売上が伸び、生産活動は好調に推移いたしました。

　以上の結果、売上高は3,116百万円、経常利益は477百万円となりました。

　
(武漢)

武漢においては、中国市場の需要変化に合わせ、顧客の生産計画に多少の変動があったものの、当社の自

動車用プレス部品の売上は概ね計画通りとなり、生産活動は堅調に推移いたしました。

　以上の結果、売上高は857百万円、経常利益は56百万円となりました。

　
(四輪販売)　

四輪販売においては、前期までの販売好調の要因となっていた補助金・減税等の政府施策の実施期間が

延長されたことによるほか、積極的な拡販活動の展開により、新車販売が好調に推移いたしました。

　以上の結果、売上高は685百万円、経常利益は15百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当社グループの当第１四半期連結会計期間末における資産総額は、36,929百万円となり、前連結会計年度

末と比較し、420百万円減少しました。これは主に、現金及び預金が275百万円増加、受取手形及び売掛金が

274百万円減少、仕掛品が180百万円増加、有形固定資産が368百万円減少、投資その他の資産が299百万円減

少したことが要因であります。

負債総額は28,578百万円となり、前連結会計年度末と比較し、788百万円減少しました。これは主に、支払

手形及び買掛金が513百万円増加、短期借入金が833百万円減少、長期借入金が214百万円減少、リース債務が

79百万円減少したことが要因であります。

純資産は8,351百万円となり、前連結会計年度末と比較し、367百万円増加しました。これは主に、利益剰余

金が292百万円増加、為替換算調整勘定が118百万円増加したことが要因であります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は1,930百万円となり、前連結会計年度

末に比べ379百万円増加いたしました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,312百万円の収入（前年同四半期は1,759百万円の収入）とな

りました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が546百万円（前年同四半期比840百万円増加）、減価償

却費1,367百万円（前年同四半期比81百万円減少）のほか、売上債権の減少額355百万円（前年同四半期比

342百万円減少）、たな卸資産の増加額186百万円（前年同四半期比520百万円減少）、仕入債務の増加額436

百万円（前年同四半期比1,343百万円増加）などによるものであります。

　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

投資活動によるキャッシュ・フローは、719百万円の支出（前年同四半期は1,376百万円の支出）となり

ました。これは主に、有形固定資産の取得による支出の減少などによるものであります。　
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,330百万円の支出（前年同四半期は188百万円の収入）となり

ました。これは主に、短期借入金の減少と長期借入れによる収入の減少などによるものであります。　

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに発生した課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は31百万円であります。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの主たる事業である自動車部品の業界では、価格競争は大変厳しいものとなっており、激化

する価格低減競争の環境下にあって、市場シェアの維持あるいは拡大ができず、利益を確保できない可能性

があります。また、当社グループは、その売上の大部分を本田技研工業株式会社及びその関係会社に依存し

ているため、その業績の変動が、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに影響を及ぼす可能性があり

ます。また、当社グループの連結売上高に占める海外売上高の割合はその比率を増しており、為替の変動が、

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに影響を及ぼす可能性があります。また、当社グループの有利

子負債は総資産に占める比率が高く、借入金利の上昇は、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローに影響を及ぼす可能性があります。　

当社グループは、創業60周年にあたる2012年のありたい姿を描いた長期ビジョン「GIC VISION 2012」及

び中期経営計画「GIC PLAN 30」を平成20年４月に策定しております。第４次中期経営計画は、生産、技術、

グローバル、人財及び財務の５大戦略の完遂で、国内については工場再編を中心とした抜本的改革、海外に

ついては生産能力の拡大を中心とした収益力の向上を目指して取り組んでまいりました。しかし、2008年後

半からの金融危機に端を発した世界的な景気の低迷で自動車業界は販売の低下、在庫調整を余儀なくされ

るなど、きわめて厳しい環境にあります。

当社グループは、第４次中期経営計画を一部修正し、現有設備内での最適生産体制の構築、抜本的な業務

効率の向上等により減産下でも生き残ることができる「ボトム体質」の構築によって平成23年３月期の業

績Ｖ字回復を目指してまいります。

　

(7) 経営者の問題意識と今後の方針について

当社グループは、2008年後半からの世界経済の低迷および自動車関係市場の激変を踏まえて、経営資源の

見直し、経営基盤の再構築を実施してまいりました。2008年４月より開始しました第４次中期経営計画

「GIC PLAN 30（2008年４月～2011年３月）」で掲げた基本方針をベースとして、「品質最優先」と下記の

「５大戦略」の完遂で平成23年３月期の業績Ｖ字回復を目指してまいります。

１．生産戦略

業務プロセスを抜本的に見直し、経営と現場の一体感を重視し、「着実な改善活動」と「ベンチマー

クのキャッチアップ」で現場力を向上させる。

[重点テーマ]

・国内事業のQCD体質強化

・品質ベスト体質の構築

・生産管理システムの再構築

２．技術戦略

技術開発力の強化により金型技術の進化を図り、ものづくりの基礎力を再構築する。　

[重点テーマ]

・軽量化技術推進

・「軽小自在」の溶接技術の確立

・金型づくりのデジタル化

３．グローバル戦略

海外子会社のQCD体質を再構築し、外部環境に左右されない経営体質を構築する。　
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[重点テーマ]

・海外子会社のQCD体質強化

・TMC、G-MAXの金型および検具内製力強化

４．人財戦略

コミュニケーションの強化で燃える集団づくりを実現し、改善提案力に優れたものづくり人財を育

成する。

[重点テーマ]

・独創的ものづくり人財育成

・グローバル人財育成

・小集団、改善提案活動の強化

５．財務戦略

予実管理の徹底、効率的な投資の実施と評価によりキャッシュフロー経営を推進する。　

[重点テーマ]

・財務体質強化
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新

設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 39,000,000

計 39,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,771,000 9,771,000
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数　100株

計 9,771,000 9,771,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年4月1日～
平成22年6月30日

─ 9,771,000 ─ 1,037 ─ 935

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成22年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容
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無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　 　4,700

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　9,765,600 97,656 ―

単元未満株式 普通株式　　　　700 ― ―

発行済株式総数 9,771,000 ― ―

総株主の議決権 ― 97,656 ―

　

② 【自己株式等】

平成22年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社丸順

岐阜県大垣市新田町二丁
目1234番地

4,700 ― 4,700 0.05

計 ― 4,700 ― 4,700 0.05

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月

最高(円) 498 499 499

最低(円) 431 418 439

(注)　最高・最低株価は名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,930 1,654

受取手形及び売掛金 6,774 7,049

商品及び製品 427 393

仕掛品 1,114 934

原材料及び貯蔵品 597 597

その他 1,079 1,035

貸倒引当金 △4 △3

流動資産合計 11,920 11,661

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,043 6,032

機械装置及び運搬具（純額） 6,317 6,233

工具、器具及び備品（純額） 5,713 5,446

土地 1,965 1,957

リース資産（純額） 1,467 1,834

建設仮勘定 1,480 1,851

有形固定資産合計 ※１
 22,988

※１
 23,357

無形固定資産 164 176

投資その他の資産

その他 1,872 2,172

貸倒引当金 △16 △16

投資その他の資産合計 1,855 2,155

固定資産合計 25,008 25,688

資産合計 36,929 37,349
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,114 5,600

短期借入金 9,592 10,425

リース債務 400 399

未払法人税等 145 104

賞与引当金 130 232

その他 1,820 1,915

流動負債合計 18,203 18,678

固定負債

長期借入金 8,250 8,465

リース債務 938 1,018

退職給付引当金 681 682

役員退職慰労引当金 83 84

資産除去債務 79 －

負ののれん 34 36

その他 307 400

固定負債合計 10,374 10,688

負債合計 28,578 29,366

純資産の部

株主資本

資本金 1,037 1,037

資本剰余金 935 935

利益剰余金 4,012 3,719

自己株式 △2 △2

株主資本合計 5,983 5,690

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 294 487

為替換算調整勘定 △505 △624

評価・換算差額等合計 △211 △137

少数株主持分 2,579 2,430

純資産合計 8,351 7,983

負債純資産合計 36,929 37,349
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 8,847 10,802

売上原価 8,217 9,184

売上総利益 630 1,618

販売費及び一般管理費 ※１
 831

※１
 877

営業利益又は営業損失（△） △200 740

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 4 4

為替差益 46 －

その他 21 16

営業外収益合計 73 22

営業外費用

支払利息 158 118

為替差損 － 22

その他 5 2

営業外費用合計 163 143

経常利益又は経常損失（△） △290 619

特別利益

固定資産売却益 5 11

特別利益合計 5 11

特別損失

固定資産売却損 1 35

固定資産廃棄損 7 4

減損損失 － 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 38

その他 － 4

特別損失合計 9 84

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△294 546

法人税等 82 121

少数株主損益調整前四半期純利益 － 424

少数株主利益又は少数株主損失（△） △36 112

四半期純利益又は四半期純損失（△） △340 312
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△294 546

減価償却費 1,449 1,367

減損損失 － 2

のれん償却額 △1 △2

引当金の増減額（△は減少） 130 △105

受取利息及び受取配当金 △6 △5

支払利息 158 118

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 38

売上債権の増減額（△は増加） 698 355

たな卸資産の増減額（△は増加） 334 △186

仕入債務の増減額（△は減少） △907 436

その他 451 △17

小計 2,013 2,547

利息及び配当金の受取額 5 5

利息の支払額 △184 △151

法人税等の支払額 △75 △89

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,759 2,312

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,397 △751

有形固定資産の売却による収入 28 28

投資有価証券の取得による支出 △3 △2

その他 △3 6

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,376 △719

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 196 △901

長期借入れによる収入 950 400

長期借入金の返済による支出 △774 △708

配当金の支払額 △0 △18

少数株主への配当金の支払額 △43 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △139 △102

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 188 △1,330

現金及び現金同等物に係る換算差額 28 13

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 600 275

現金及び現金同等物の期首残高 949 1,654

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,550

※１
 1,930
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日  至　平成22年６月30日)

会計処理基準に関す

る事項の変更

(資産除去債務に関する会計基準の適用)

当第１四半期連結会計期間から平成20年３月31日公表の「資産除去債務に関する会計基

準」(企業会計基準委員会 企業会計基準第18号)及び「資産除去債務に関する会計基準の適

用指針」(企業会計基準委員会 企業会計基準適用指針第21号)を適用しております。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益及び

経常利益はそれぞれ０百万円、税金等調整前四半期純利益は39百万円減少しております。

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年４月１日  　至  平成22年６月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

当第１四半期連結累計期間から平成20年12月26日公表の「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会

企業会計基準第22号)に基づき、平成21年３月24日に公布された「財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令」(内

閣府令第５号)を適用し、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日 　至 平成22年６月30日)

(棚卸資産の評価方法)

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日　　至　平成22年６月30日)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

41,703百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

40,300百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　　至　平成22年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運搬費 217百万円

給料及び賞与 212

賞与引当金繰入額 10

役員退職慰労引当金繰入額 2

退職給付費用 11

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運搬費 234百万円

給料及び賞与 199

賞与引当金繰入額 23

役員退職慰労引当金繰入額 3

退職給付費用 10

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　　至　平成22年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,445百万円

預入期間が３カ月を超える定期

預金
△895

現金及び現金同等物 1,550
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,930百万円

預入期間が３カ月を超える定期

預金
─

現金及び現金同等物 1,930

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年６月30日)

及び当第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,771,000

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,818

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 19 2.00平成22年３月31日 平成22年６月25日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第１四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)
　(単位：百万円)

　
プレス成形
部品事業

金型事業
自動車
販売事業

計
消去又は
全社

連結

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

8,064 220 562 8,847 ― 8,847

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ 10 2 12 (12) ―

計 8,064 230 564 8,860 (12) 8,847

営業利益又は営業損失(△) △32 7 △0 △26 (174) △200

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品または事業の内容

(1) プレス成形部品事業…… 車体プレス部品、精密プレス部品、樹脂製品、試作品その他

(2) 金型事業………………… 金型、治具・検査具

(3) 自動車販売事業………… 自動車の販売・修理

　
【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)
(単位：百万円)

　 日本 アジア 計
消去又は
全社

連結

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,454 4,393 8,847 ― 8,847

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

301 6 308 (308) ―

計 4,755 4,400 9,156 (308) 8,847

営業利益又は営業損失(△) 92 △81 11 (211) △200

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

　　アジア…………タイ王国、中華人民共和国

　
【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 4,414 4,414

Ⅱ　連結売上高(百万円) 　 8,847

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

49.9 49.9

(注) １　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。
２　各区分に属する主な国または地域
　アジア……タイ王国、中華人民共和国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上であります。
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【セグメント情報】

１. 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営の資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社は、自動車販売事業である株式会社ホンダ四輪販売丸順を除き、主に車体プレス部品及び金型等

の製造販売をしており、各子会社は製品の製造方法及び製造過程は概ね類似しているものの、それぞれ

が固有の顧客を有する独立した経営単位であります。国内においては当社が、タイにおいてはタイ・マ

ルジュン社が、中国広州地区においては広州丸順汽車配件有限公司が、中国武漢地区においては武漢丸

順汽車配件有限公司がそれぞれ担当しており、会社ごとに包括的な戦略を立案し、事業活動を展開して

おります。

従って、当社は会社別を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、会社別に「丸

順」(当社)、「タイ」(タイ・マルジュン社)、「広州」(広州丸順汽車配件有限公司)、「武漢」(武漢丸

順汽車配件有限公司)、「四輪販売」(株式会社ホンダ四輪販売丸順)の５つを報告セグメントとしてお

ります。

「丸順」「タイ」「広州」「武漢」は、車体プレス部品及び金型等の製造販売をしております。「四

輪販売」は、自動車の販売及び修理をしております。

　

２. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)
(単位：百万円)

　 報告セグメント 　

丸順 タイ 広州 武漢 四輪販売 合計

売上高 　 　 　 　 　 　

　 (1) 外部顧客への売上高 4,066 2,246 2,949 857 683 10,802

　 (2) セグメント間の内部

　　売上高又は振替高 491 46 167 0 2 708

　 計 4,557 2,293 3,116 857 685 11,511

セグメント利益 103 90 477 56 15 743

　

３. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容　(差異調整に関する事項)
(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 743

セグメント間取引消去 △106

その他の調整額 △17

四半期連結損益計算書の経常利益 619

　

４. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

報告セグメント「丸順」において、試作部品製作用の亜鉛合金金型を製作する工場の建物で使用が

見込まれなくなった遊休資産について、今後の利用頻度は僅少と見込まれ、正味売却価額が著しく下落

しているため、減損損失を認識いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期

間においては２百万円であります。

　

(追加情報)

当第１四半期連結会計期間より平成21年３月27日改正の「セグメント情報等の開示に関する会計基

準」(企業会計基準委員会　企業会計基準第17号)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の

適用指針」(企業会計基準委員会　企業会計基準適用指針第20号)を適用しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
　

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

590円98銭 568円64銭
　

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　　至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純損失(△) △34円86銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

１株当たり四半期純利益 31円96銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　
(注)　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は純損失(△)(百
万円)

△340 312

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益又は純損失(△)(百万円) △340 312

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,766 9,766

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月６日

　

株式会社　丸順

　取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    渋 谷 英 司　　　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴 木 晴 久　　　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社丸順の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２１年４月１日

から平成２１年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を

表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社丸順及び連結子会社の平成２１年６

月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月10日

　

株式会社　丸順

　取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    渋 谷 英 司　　　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴 木 晴 久　　　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社丸順の平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成２２年４月１日から平成２２年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２２年４月１日

から平成２２年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を

表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社丸順及び連結子会社の平成２２年６

月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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